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2010年 1月，福祉援助学科 2年 21人，保育科 2
年 41人，子ども学科３・４年 60人合計 122人）。
ここでは，２点のみふれておきたい。第一は，
「実習指導センターに相談をしたことがあるか」
について，全体で 71人（58.1%）が「ある」，51
人（41.8%）が「いいえ」と回答している。この
数字から言えることは，学生にとって，実習指導
センターが相談機能としては，十分働いていると
は言い難いということである。第二は，事前指導
の内容のうち「外部講師の講義内容」を取りあげ
ておく。肯定的意見「このままでいい」が 85人
（69.6%），改善を求める意見「改善してほしい」
が 15人（12.2%）であった。実習の事前指導にお
いて，外部講師（実習施設などの現場講師の依頼）
について，学生の受けとめはおおむね積極的であ
り，今後も重視していきたい。
「外部講師の講義内容」以外には，以下の項目
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と結果である。（前者の数字が「肯定的意見」，後者の数
字が「改善を求める意見」）「オリエンテーションの内
容」（68.5%，31.4%）「オリエンテーションの回数」
（77.5%，22.1%）「日誌の書き方の指導」（70.8%,
29.1%）「実習先への連絡方法」（87.1%,12.8%）
「実習計画・目的・課題の立て方」(85.8%,14.1%)
「実習後の指導」（71.6%,28.3%）などとなってい
る。これらの課題については，詳細な検討が必要
となるが，実習指導センターの役割，とりわけ学
生への相談機能や事前指導内容については，集計
結果を踏まえながら課題を具体化して取組む必要
がある。
（３）求められる専門職像について
田口潤「求められる介護福祉士像―学生のなり
たい介護福祉士像」と，古川潤子「求められる介
護福祉士像―実践現場が求められる介護福祉士像」
の研究は，専門職像を学生，実践現場の双方から
追究した内容である。田口は，厚生労働省の「求
められる介護福祉士像」について学生の認識を把
握し「なりたい介護福祉士像」を把握することに
取組んだ。古川は，厚生労働省の「求められる介
護福祉士像」と施設の実習指導者が考える「介護
福祉士像」を把握することに重点がおかれた。田
口は，学生へのアンケート調査（2年生 37名），
古川は実習指導先へのアンケート調査である（43
施設，指導者 130名，56の回収）。田口の研究で
は，学生は厚生労働省の出している「求められる
介護福祉士像」の内容を十分に把握できていない
が，３回の施設実習，居宅実習を通して，介護福
祉士像が明確化されてきていることを明らかにし
た。その際，筆者が注目したいのは，学生への個
別面接を通して，学生の介護福祉士像への迷いに
教員が寄りそう姿勢をもつ重要性である。そして，
実習体験を通して，学生の中に，しだいに目の前
にいる利用者を第一に考える視点が明確化されて
いくプロセスがあることである。
古川の研究では，実践現場が求める介護福祉士
像と厚生労働省のそれは，言葉こそ違うが共通点
は多いということ，そして，実習指導者は，より
利用者の気持ちを表現する内容が目立ったことを
指摘している。つまり，利用者に求められる介護
職員こそが求められる介護福祉士像であるという
ことである。
求められる専門職像を，学生及び実習先指導者
との関連から追究する研究は，実習教育の重要な
視点を提供しているともいえるだろう。つまり，
介護福祉士をめざす実習生の実習対象は，実習職
員，利用者であるが，その核心は，利用者の求め
る専門職像を目指すことだろう。
４．共同研究の考察と課題
（１）全体の考察
冒頭に述べた３点の目的に即してまとめておく。
第一の専門職養成における本学実習指導の課題
の考察についてである。専門職を養成する実習指
導は，実習根拠や各種行政機関の議論をたえず把
握する必要がある。実習指導センターの役割を確
認したい。各実習指導の振り返りは，毎年，発行
されるようになった「実習指導センター実践報告
書」を通して積み上げる課題でもある。事前・事
後指導の具体的課題については，第三で述べるこ
とにする。
第二の実践現場が求める専門職養成の課題を追
究することである。今回の研究では，介護福祉士
の専門職性をめざす研究，実践現場及び学生から
専門職像を築いていくアプローチに取組むことが
できた。他分野に示唆される面も明らかにしてい
く必要がある。
第三の本学実習における事前・事後指導の現状
分析については，いくつかの検討すべき課題を見
出すことができた。
事前・事後指導において，導かれた課題として
以下の３点を指摘しておきたい。
①実習指導をめぐる行政機関の動向の把握につ
いてである。マニュアルや行政の通達文書の内容
については，複雑な動きの中で，情報を共有する
体制を築いていくことである。実習指導センター
内での把握，学内各部署，実習担当教員による理
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解をすすめなければならない。
②事前指導のうち実習日誌への指導方法を積み
上げる重要性についてである。学生の特徴につい
ては，さらに検討を要するが，文章力，考える力，
生活経験の不足が指摘される。しかし，指導方法
を工夫することや個別指導の重視などで打開出来
る面もある。学生の現状を踏まえながら日誌記入，
保育観察等にかかわる事前指導を工夫する課題が
ある。
③実習指導をソーシャルワーク的手法の視点か
ら位置づけていく課題である。この面では，ソー
シャルワークについての基本的研修が重要である。
同時進行で，学内外の連携体制を構築する課題が
ある。
（２）課題
今回は，共同研究「専門職養成と実習指導の課
題」―各研究からの考察―としてすすめたが，課
題を残している。
今後，実習指導の位置づけをより明確化し，実
習指導の質的向上をはかるには，当面，以下の諸
点の解明に着手すべきではないだろうか。
①実習の目的をどう意識させるか。②実習指導
を改善する方法の検討（オリエンテーションの小
規模化等）。③実習教育の現状を把握する課題
（テキストの作成・活用している現状等）。④実習
指導の現状について，学生の意見集約をすること。
⑤実習指導の現状への教員の意見集約をすること。
⑥実習指導の現状への実習施設側の意見集約をす
ること。⑦実習評価基準の考え方を整理すること。
以上，順不同だが，今後の課題を列記して本研
究報告のまとめとする。
（謝辞：アンケートに協力いただいた実習施設，学生に感
謝する。）
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